
安全な道路環境を確保する

市民局，建設局，保健福祉局

めざすまちの姿

第六次総合計画　施策評価シート（令和２年度）
4-④

施策

担当部局

【安全・安心】 だれもが（歩行者や自転車，車いすなど）安全に移動できる道路環境となっている

市の基本方針

●通園，通学時における危険箇所や交差点などで，交通安全施設の整備の充実に努めます。また，歩車道の分離や歩道のバリアフリー化を進
め，道路での安全で快適な通行を確保します。
●市民一人一人が交通ルールを守り，正しい交通マナーの実践など市民の交通安全意識の高揚を図るため，幼児から高齢者まで，それぞれの
ライフステージに合わせた交通安全教育など啓発活動の充実に努めます。
●地域における交通安全活動団体への支援や，警察等関係機関との連携を図り，交通安全を市民運動として展開します。
●通行の妨げとなる路上駐車や放置自転車の防止などにも取り組みます。

数値目標

まちづくり指標
目指す
方向性

算出方法

歩道のバリアフリーが進んでいると思う人の割合
市民アンケート調査で「市内の歩道のバリアフリーが進んでいると思います
か。」という設問に対して，『思う』と回答した人の割合。
※H21(基準値)の設問は「歩道のバリアフリーが進んでいると思いますか。」

まちづくり指標
目指す
方向性

算出方法

自転車のマナーが悪いと思っている人の割合
市民アンケート調査で「市内の自転車のマナーについてどう思いますか。」と
いう設問に対して，『悪い』『やや悪い』と回答した人の割合。

まちづくり指標
目指す
方向性

算出方法

交通事故発生件数（件／年） 市町村別交通事故発生状況(倉敷警察署)より
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【グラフの見方】  

まちづくり指標
目指す
方向性

算出方法

車以外の方法で移動していて、過去１年の間に危険だと感じた人の割合
市民アンケート調査で「過去1年の間に，市内を徒歩や自転車で移動してい
て危険を感じたことがありますか。」という設問に対して，『よくある』『ときどき
ある』と回答した人の割合。

施策を推進する主な事業の評価

区分 事業名 目的(Ⅰ)／令和元年度の主な実績(Ⅱ)／今後の方向性(Ⅲ)
R1年度
決算額
(千円）

交通安全施設整備事業
(Ⅰ)　安心して生活できる交通環境づくり及び事故防止を目的として実施した。
(Ⅱ)　交通安全施設のうち防護柵については5,138ｍ工事により設置した。
(Ⅲ)　継続して実施する。

171,223

道路照明維持管理事業

(Ⅰ)　夜間の交通事故防止及び市民の犯罪被害防止を図ることを目的として実施した。
(Ⅱ)　道路照明等市設置灯数181灯，地域防犯灯設置補助灯数2,025灯。また，道路照明の水銀
　　　灯計368灯をLED化したほか，大平山トンネル，白馬トンネルの照明器具をLED化した。
(Ⅲ)　継続して実施する。

133,396

都 道路ストック長寿命化事業

(Ⅰ)　橋梁やトンネル等の長寿命化と修繕費用の縮減を図りつつ，道路ストックの安全性・信頼性を確保
する目的で実施した。
(Ⅱ)　橋梁点検1,450橋，橋梁修繕計画策定1,121橋，橋梁補修工事25橋などを実施した。
(Ⅲ)　継続して実施する。

492,624

カーブミラー整備事業
(Ⅰ)　道路交通環境に起因する交通事故防止を目的として実施した。
(Ⅱ)　市民及び交通安全団体等からの要望により168基を新規に設置し，301基を修繕した。
(Ⅲ)　継続して実施する。

34,980

市民の重要度・満足度（R2.5アンケート調査結果）
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交通安全対策事業
(Ⅰ)　市民の交通安全意識の普及と高揚による交通事故防止を目的として実施した。
(Ⅱ)　交通安全教室を601回実施し，43,913人が受講した。
(Ⅲ)　継続して実施する。

29,642

交通安全運動推進事業
(Ⅰ)　市民の交通安全意識の普及と高揚による交通事故防止を目的として実施した。
(Ⅱ)　春・秋の交通安全市民運動を中心に，参加・体験型の推進大会などを各地区で実施した。
(Ⅲ)　継続して実施する。

3,289

交通安全対策関係団体補助金交付事
業

(Ⅰ)　交通安全対策各種団体の組織強化と活動強化を目的として実施した。
(Ⅱ)　交通安全対策協議会，交通警察協助員連絡協議会，地区交通安全母の会に補助金を交付し
た。
(Ⅲ)　継続して実施する。

11,478

交通事故相談所運営事業

(Ⅰ)　交通事故被害者等の生活の安定と福祉の向上に寄与することを目的として実施した。
(Ⅱ)　交通事故相談員による面接･電話相談424件，弁護士による相談57件，合計481件の相談があっ
た。
(Ⅲ)　継続して実施する。

4,620

違法駐車対策事業

(Ⅰ)　円滑な道路交通の確保を目的として実施した。
(Ⅱ)　倉敷駅前交差点から倉商東交差点までの区間において，年間206日街頭指導を実施し，936台
を指導した。
(Ⅲ)  継続して実施する。

1,700

障がい者や高齢者にやさしい公共施設
改修事業

放置自転車対策事業

(Ⅰ)  駅前広場の自転車等の放置を防止し，円滑で安全な交通を確保することを目的として実施した。
(Ⅱ)　自転車等放置防止指導員による街頭指導などの強化により，放置自転車等の防止に努めた。倉
敷駅周辺の自転車放置禁止区域において月2回撤去作業を行い，70台の自転車等を撤去し，8台を返
還した。
(Ⅲ)  継続して実施する。

16,495

区分 事業名

(Ⅰ)　歩道及び公共施設のバリアフリー化を目的として実施した。
(Ⅱ)　郷内憩いの家のトイレ洋式化を行った。
(Ⅲ)　継続して実施する。

1,230

目的(Ⅰ)／令和元年度の主な実績(Ⅱ)／今後の方向性(Ⅲ)
R1年度
決算額
(千円）
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